
本
書
は
本
篇
・
付
篇
・
諦
減
録
の
三
部
で
柵
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
．
本
篇
は
、
著
者
が
日
蓮
教
学
思
想
に
つ
い
て
、
一
九

七
三
年
～
二
○
一
九
年
ま
で
に
諸
方
面
に
発
表
し
て
き
た
一
二
篇
の
論
文
と
新
た
な
三
篇
の
書
き
下
ろ
し
の
證
文
、
付
篤
は
日
蓮
思

想
の
実
践
に
視
点
を
置
い
た
二
篇
の
論
孜
、
更
に
一
九
九
二
・
二
○
一
二
・
二
○
一
七
年
に
行
わ
れ
た
三
回
の
識
演
の
記
録
と
で
一

冊
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
読
者
の
理
解
の
便
を
考
え
事
項
索
引
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。

序
文
を
見
れ
ば
、
著
者
が
日
蓮
教
学
に
関
わ
る
詣
問
題
を
見
据
え
、
日
蓮
遺
文
の
思
想
解
明
の
た
め
に
い
か
な
る
学
問
的
態
度
で

臨
ん
だ
か
を
克
明
に
披
瀝
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
人
著
者
の
研
究
方
法
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
在
の
学
問
環
境
に
お
い
て
日
蓮
の

思
想
解
明
を
目
指
す
研
究
者
に
と
っ
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
日
蓮
親
撰
の
遺
文
群
に
真
筆
に
向
き
合

う
こ
と
。
日
蓮
思
想
の
真
意
を
解
明
す
る
こ
と
は
日
蓮
の
内
面
に
迫
る
こ
と
で
、
日
蓮
の
内
面
の
信
仰
と
云
う
主
体
的
把
握
を
客
観

大
平
宏
龍
著

「
日
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
』

〔
新
刊
紹
介
〕

（
二
○
二
二
年
八
月
刊
、
東
方
出
版
、
Ａ
５
判
、
五
○
四
頁
、
定
価
八
八
○
○
円
）

株
橋
祐
史
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付
篇
で
は
日
蓮
思
想
の
論
及
か
ら
視
点
を
変
え
て
、
法
華
経
信
仰
の
実
践
者
と
し
て
の
「
宮
沢
賢
治
」
を
取
り
上
げ
、
類
書
に
は

み
な
い
独
自
の
観
点
か
ら
法
華
経
の
宗
数
性
を
論
じ
法
華
経
と
賢
治
と
の
関
連
性
を
結
論
づ
け
た
。
ま
た
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
日

巡
門
下
が
蕊
っ
た
抑
圧
に
つ
い
て
、
興
茶
羅
国
神
不
敬
邪
件
に
観
点
を
世
き
、
思
想
史
的
背
最
あ
る
い
は
当
時
の
時
代
思
潮
に
藩
目

し
て
邪
件
の
意
義
を
論
じ
、
特
に
亜
苫
し
い
絶
望
的
な
裁
判
闘
争
の
中
に
あ
っ
て
当
小
者
の
柵
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
の
は
「
Ⅱ
迩
教

討
し
、
ま
坐

と
で
あ
る
。

あ
る
。
中
一

な
ら
な
い
。

的
理
論
的
に
説
明
す
る
た
め
に
は
根
本
資
料
の
書
誌
学
的
・
文
献
学
的
考
察
が
最
亜
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で

先
師
の
所
説
の
根
拠
と
し
た
遺
文
を
検
討
し
採
不
採
を
決
す
る
こ
と
。
ま
た
「
門
流
教
学
」
に
つ
い
て
も
今
一
度
確
実
な
資
料
に
照

ら
し
て
考
察
す
る
こ
と
の
必
要
性
等
を
強
じ
て
い
る
。

粁
考
は
日
辿
教
学
思
惣
研
究
に
て
は
「
間
間
抄
」
・
「
本
騨
抄
」
の
正
確
な
理
解
が
必
猟
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
開
本
両
抄
に
つ

い
て
も
間
抄
を
一
通
の
御
神
と
す
る
関
係
性
に
つ
い
て
従
来
の
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
弓
開
目
抄
」
末
尾
近
く
の
一
節
の
文
意
と

「
本
聯
抄
」
の
文
愈
と
の
一
致
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
を
考
噸
す
る
時
、
「
側
目
抄
』
と
『
本
尊
抄
」
の
密
接
な
関
係
が

よ
り
一
廟
鮮
明
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
（
本
杵
三
四
頁
）
と
の
仮
説
を
提
起
し
、
そ
の
上
で
「
本
尊
抄
」
を
殿
Ⅲ
要
御
替

と
位
世
づ
け
、
そ
の
所
詮
を
「
本
門
八
冊
、
上
行
要
付
」
と
み
て
こ
れ
を
根
拠
に
本
尊
論
・
己
心
論
・
題
目
論
・
仏
種
強
・
末
法
下

種
論
等
教
学
史
上
未
だ
定
説
を
み
な
い
諸
問
題
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
著
者
独
自
の
新
知
見
が
仮
説
と
し
て
吐
露
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
中
で
も
本
尊
論
に
つ
い
て
は
従
来
の
證
争
に
終
止
符
を
打
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
画
期
的
な
新
説
と
し
て
特
筆
さ
れ
な
け
れ
ば

更
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
隆
の
著
述
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
「
小
乗
小
仏
要
文
」
に
書
誌
学
的
考
察
を
加
え
系
年
に
つ
い
て
検

し
、
ま
た
「
本
門
八
品
正
意
」
・
弓
本
尊
抄
」
と
の
関
連
」
と
い
う
所
説
内
容
に
ま
で
論
及
し
た
の
は
筆
者
以
外
類
を
見
な
い
こ
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さ
て
「
宗
学
は
学
Ⅲ
た
り
得
る
か
」
こ
れ
は
粁
考
の
Ⅱ
遡
思
想
解
明
研
究
の
端
締
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
杵
の
根
底
に
あ
る
。
鋭
み

進
め
て
い
く
と
、
本
書
は
全
篇
を
通
し
て
著
者
の
日
蓮
の
教
学
思
想
の
真
意
に
肉
迫
す
る
た
め
の
研
究
史
そ
の
も
の
で
あ
る
と
さ
え

思
え
、
そ
れ
が
著
者
自
身
の
実
存
を
か
け
た
真
祭
な
研
究
盗
勢
で
あ
る
と
共
に
、
そ
こ
に
著
者
の
内
面
の
信
仰
を
見
る
の
で
あ
る
。

故
に
本
書
は
純
粋
な
学
術
研
究
書
で
あ
り
な
が
ら
、
著
者
の
「
信
仰
告
白
書
」
と
も
言
え
よ
う
．
是
非
日
辿
研
究
者
以
外
の
一
般

諸
賢
に
一
統
を
勧
め
た
い
。
何
故
な
ら
そ
こ
に
は
現
代
を
救
う
日
蓮
思
想
の
真
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

を
知
る
格
好
の
名
著
で
あ
る
。

学
」
へ
の
絶
対
信
で
あ
る
こ
と
を
克
明
に
描
き
出
し
て
い
る
．
こ
れ
は
後
世
の
法
兼
信
者
の
心
鏡
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
諦
油
録
を
み
れ
ば
本
篇
・
付
篇
に
て
詳
述
さ
れ
た
所
説
が
容
易
に
理
解
し
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
本
書
は
周
到
な
用
意
の
も
と
に
徴
密
な
理
論
構
築
に
よ
っ
て
論
述
さ
れ
て
お
り
、
正
に
日
蓮
教
学
思
想
研
究
の
現
在

斬
刊
紺
介
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